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は，静けさを感じずにはいられない気持になる，『北陸の  

占都地方にマッチした，優美な美術館』である．   

このため，施工の難度は高く，高度な施l二精度が要求  

された建物であった．  

浅蔵五十吉美術館一策36同建築業  

協会（BCS）賞受賞作品  

2．建築概要   

敷地面積：105，228．36m2  

建築面積：  687．50m2  

延床面積：  624．87m2  

構  造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造  

規  模：地l二l階  

l二  期：1992年11月～1993年10月  

自藤  進★  
Susumu Shirafuji  

1．はじめに  

イ川l県寺井町は，有名な九谷焼の産地であり，同町は  

その撒点として九谷焼陶芸村を建設し，多くの九谷陶芸  

家を輩Jtlしている．、当建物は．I甜町の名誉町民で†かつ  

文化功労者の陶芸作家浅慮丘十占氏より寄付された作品  

を広く・般に公開するため，同町が建設したもので．設  

計はト1本芸術院会員である建築家池原義郎氏が行った．  

当建物は自然と調和し．素朴な暖かみが感じられ 件占∴  

と建築が 一体となり．全体が芸術作品のように映え，ま  

た、外壁の才ー‾放しコンクリート什1二の美しさと水盤の池  

3．型枠  

躯体工事は，一目の打設量を考慮し．全体を二三工区と  

する施工計画とした．型枠材は転用を考慮したが．第二  

l二区のみ転用材で施工した．設計時点の型枠二l二幸は杉板  

木実出目地打放コンクリート面セバナシⅠ二法となってい  

たが．見本打の結果，実施では什Lげを杉根本実出目地  

（・辺が9mmの正三角の目地を水平に12cmピッチ，パ  

ネル 十間ごとに12mmの三角の竪目地）打放コンクリー  

トとし，セパは－一一般プラコンよりひと回り小さい鉄コン  

を川いるⅠ二法を採用した．ただし．鉄コン穴埋めの深さ  

は表l如より1mmまでとした．   

本業板の加t二刀は，出目地の曲と同時に加Tするため．  

特注刃を和い、加工数量が多く，磨托するため．数枚必  

要であった．型枠の施Ⅰ二に関しては，出目他の二角の頂  

点を合すため，加Il二順通りに型枠のパネル化をしなけれ  

ばならず，かつ∴建力時には横のパネルのト1地と水平を  

写真－1 全景  

図－1 平面図   
★中部（支）仁分岐（廿一）  
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図－3 北側軌而図  
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図－2 水盤端部詳細図  

写真－2 談話室より池を見る   

5．御影石の池  

rf－央の池は，石の先端が濡れる程度の浅い水深で，水  

血にサザ減が立つ程度の噴水を配している．池の前の断  

r帥ま，大きな盃のようにlノ寸側にそった形状をしており、‖J  

能な限り分割数を少なくするため，長さ約1mの・枝物  

を採用した．このため，施I二に関しては石と右との似り  

伽、，先端を合わすとけ他のところで断差ができる等，施  

Ⅰ二の難度が高いものであった．また，限られた予算とl二  

期内で施工を完√させるためには，業者の選択は重要な  

要素であった．  

写真－3 展ホ軍内部  

合せながら施I二するため．経度の痛いものであった．ま  

た，隼昭韓）轟′卜に関しては．パネルの【」焼けむら（ハネ  

ルに木＝1押）lI焼け跡が残るとその箇所のコンクリート  

才丁放面が浮き机る）の防止二やコンクリート打詔前（柑二  

夏期）における本′鼻板の収縮（H地の隙間の拡人）を防  

1l＿二するための水撒き（本妻板に水を含ませ膨張させる）  

等，養′上菅埋には卜分注意を払う必要があった．  

6．天然木天井  

人井仕上村はイi川県の県木『アテ』の無垢村を採用し  

た．このため．できるだけ早く使用材を選定し．ロスを  

見込んだ発注を行い．製材・乾燥期間を卜分にとること  

でそりの問題の解決に努めた．また，施ー二段階でも，桟  

を人れたり満を彫ることで，そり閉止対策を講じた．  

4．コンクリート打設   

111のコンクリート打設景は崩人で150mrlとした．コ  

ンクリート打設の際には、ポンプの筒先を1．5m以卜まで  

型佃畑二仲人し、コンクリートの分離をさけた．また．型  

枠■リ＝l地が水、Fかつ二魚形であるため．木槌のタタキを  

自体とし，7～8mう1り1人の割合で打．盲貨Ⅰ二を配躍し、  

′l宜小に必ず打詔を完J′させる．汁両とした．柑二．スラ  

ブトのハラペット部分は 二角形の水、仁ノーll1他のh面二気  

泡の八が残りやすく，刊枠脱月ける暗にL」地だけが似れ  

る恐れがあるため∴型枠は必ず帖30cm不一上席の蓋をし，外  

面は必ずハラペット万端までタタキ作業を卜分行った．   
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7．おわりに  

施工期間中、．設計者の執拗なまでのこだわりに悩まさ  

れたが∴栄誉あるBCS受賞の報を聞いた帖、「やっとあ  

の‖々の努力が報才〕れた」と感無量であった．なれ こ  

の建物は．次のような選評を得た．『地〟都lいニニのよう  

な質の高い建築作品が′tまれたことは．建築文化の波及  

という意味でも，誠に意義深いものであり．施1二は．‡鋸十  

‖様に人念であり，美術鰍二ふさわしい，緊張感をもっ  

た美しい仕上げの精度をみせている．』   
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